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豊島区立郷土資料館・ミュージアム開設準備だより

117
国際アート・カルチャー都市としま

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
の
開
館

以
来
、
戦
後
池
袋
の
復
興
を
象
徴
す
る
「
池
袋
ヤ
ミ
市
」
を

常
設
展
の
テ
ー
マ
の
一
つ
に
掲
げ
、
池
袋
駅
東
口
の
「
ヤ
ミ

市
」
模
型
を
中
心
に
展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
開
館
当
初

か
ら
「
ヤ
ミ
市
の
博
物
館
」
と
し
て
注
目
を
あ
つ
め
、
全
国

に
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
焼
け
野
原
と
な
っ
た
池
袋
に
は
一
二
〇
〇
軒
以
上

の
長
屋
式
連れ

ん

鎖さ

商
店
街
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
通
称
ヤ
ミ
市
）
が

誕
生
し
ま
し
た
。
ヤ
ミ
市
は
戦
後
の
荒こ

う

廃は
い

し
た
社
会
の
暗
部

の
象
徴
と
み
な
さ
れ
る
一
方
で
、
廃は

い

墟き
ょ

と
な
っ
た
街
に
活
気

と
活
力
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
生
活
再
建
を
支
え
る
存
在
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
戦
後
70
年
企
画
「
戦
後
池
袋
―
ヤ
ミ
市
か
ら

自
由
文
化
都
市
へ
―
」
と
題
す
る
展
示
と
イ
ベ
ン
ト
が
、
立

教
大
学
・
東
京
芸
術
劇
場
・
豊
島
区
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
（
九
月
一
四
日
～
二
二
日
）。
当
館
で
は
「
秋
の
収
蔵

資
料
展
」
の
一
環
と
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

「
池
袋
ヤ
ミ
市
と
戦
後
の
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
、
池
袋
の
戦

後
を
検
証
す
る
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
焼
け
跡
か
ら
の

復
興
」「
戦
後
の
く
ら
し
と
ヤ
ミ
市
」「
写
真
で
た
ど
る
戦
後

池
袋
」
の
構
成
で
、
配
給
時
代
の
切
符
や
購
入
通
帳
、
ヤ
ミ

市
関
係
の
看
板
や
半は

ん

纏て
ん

、
商
品
、
買
出
し
用
の
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
、
戦
後
の
代
用
品
な
ど
の
生
活
資
料
の
ほ
か
、
一
九

六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
池
袋
か
ら
ヤ
ミ
市
が
姿
を
消
す
ま

で
の
戦
後
池
袋
の
変
遷
を
写
真
で
た
ど
り
ま
す
。

　

本
年
一
二
月
か
ら
、
当
館
は
大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
長

期
休
館
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
常
設
展
と
ヤ
ミ
市
模
型
を
見

る
最
後
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
き
よ
う
、

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�（
郷
土　

横
山
・
秋
山
）

秋の収蔵資料展「池袋ヤミ市と戦後の復興」
11月29日（日）まで開催中！　★見どころ解説 9/26,10/24,11/28

①森田組東口マーケット　1948（昭和23）年撮影　東京都建設局提供
②池袋東口ヤミ市模型　露店と長屋式連鎖商店街を縮尺1⊘20で再現
③ヤミ市関係の看板・半纏、配給時代の生活資料など約80点を展示

①

③

②
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明
治
時
代
の
計
量
器  
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桿
秤（
千
木
秤
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■
桿
秤
と
は
何
か

　

桿さ
お

秤ば
か
り
と
は
、
支
点
と
な
る
取と
り

緒お

に
天
秤
棒

を
通
し
、
二
名
が
両
端
を
担
ぎ
、
桿
の
先
端
の

皿
や
鉤か
ぎ

で
物
を
吊
り
、
桿
の
目
盛
に
沿
っ
て
錘お
も
り

を
移
動
さ
せ
、
釣
り
合
っ
た
位
置
の
目
盛
を
読

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
の
重
さ
を
は
か
る
計
量

器
で
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
発
明
さ
れ
た
の

は
紀
元
前
二
〇
〇
年
頃
の
古
代
ロ
ー
マ
と
考
え

ら
れ
、
日
本
は
平
安
時
代
初
期
に
は
中
国
や
朝

鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

桿
秤
の
種
類
は
皿
の
つ
い
た
「
釻ま
る

皿さ
ら

秤ば
か
り」
と
、

鉤
が
付
い
た
「
千ち

木ぎ

秤ば
か
り」
に
大
別
さ
れ
、
本
資

料
は
「
千
木
秤
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
そ
の
名

称
は
江
戸
期
に
は
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

本
資
料
は
豊
島
区
長
崎
で
農
業
を
営
ん
で
い

た
方
か
ら
の
寄
贈
品
で
、
麦
の
計
量
に
使
用
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
麦
を
俵
に
入
れ
た

際
に
計
量
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
桿
と
錘
に
つ
け
ら
れ
た
刻
印
の
意
味

　

錘
に
「
検
」
と
い
う
刻
印
が
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
、
度ど
り
ょ
う
こ
う

量
衡
取

締
条
例
公
布
に
よ
っ
て
、
一
八
七
六
（
明
治

九
）
年
～
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
の
期
間

に
製
造
さ
れ
、
検
定
に
合
格
し
た
錘
等
に
押
さ

れ
た
「
新
器
検
」
と
呼
ば
れ
る
検
印
（
現
在
の

検
定
証
印
）
で
す
。
こ
の
検
印
が
な
け
れ
ば
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ほ
か
に
、
桿
と
錘
の
両
方
に
「
一
三
〇
三
」

と
い
う
刻
印
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
「
合

番
号
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
二
点
が
一
組
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
一
組
の
桿
と
錘
で
目
盛
間
隔
が
調
整
さ
れ
て

い
て
、
異
な
る
番
号
の
桿
や
錘
で
は
正
確
な
計

量
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
錘
の

こ
と
を
「
不ふ
て
い
り
ょ
う

定
量
錘す

い

」
も
し
く
は
「
乱ら

ん

錘す
い

」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。一
九
〇
九（
明
治
四
二
）年
～

一
九
一
六（
大
正
五
）年
に
か
け
て
秤
ひ
ょ
う
り
ょ
う
量
（
計

量
で
き
る
最
大
の
重
さ
）
が
同
じ
桿
秤
と
錘
で

あ
れ
ば
異
な
る
製
造
事
業
者
の
桿
秤
で
も
正
確

に
計
量
で
き
る
「
定て
い
り
ょ
う量
錘す
い

」
に
切
り
替
え
ら

れ
、
合
番
号
が
刻
印
さ
れ
た
桿
秤
と
錘
は
使
わ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

■
む
か
し
と
今

　

本
資
料
は
元も
と

緒お

、
上う
わ

緒お

が
横
に
並
ん
で
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
期
に
見
ら
れ
る

製
造
方
法
で
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
か

ら
は
度
量
衡
法
に
よ
り
上
下
別
々
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
改
良
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
は
電
子
計
量
器
が
主
流
と

な
り
、
桿
秤
を
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
家
の
物
置
に
ひ
っ
そ
り
と

眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
郷
土
資
料
館
調
査
員　

太
田
）

桿の長さ181.7cm（約6尺）、樫製。錘には本来、錘
すい
糸
し
があり、桿に掛けて計量した。

↑錘の頂部　↓桿の先端部
左から「一三〇三」と刻印がある。
「合番号」と呼ばれていた。

錘の頂部
〇のなかに「検」と刻印がある。
「新器検」と呼ばれる検印で、1876（明治9）年
～1892（明治25）年の期間に押されていた。

錘　鉄製、質量 5020g。

元緒を支点に使うと二十六貫（97.5kg）、上緒
を支点に使うと十二貫（45kg）まで計量するこ
とができた。
重い物をたくさん計量したためか、桿が下に湾
曲している。

元緒   上緒（まとめて緒紐、取緒とも呼ばれる）

桿

錘
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大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
、
第
一
次
世
界
大

戦
後
の
社
会
・
経
済
の
混
乱
の
な
か
で
「
郷
土

教
育
」
と
い
う
実
践
が
全
国
の
学
校
に
広
が
り

ま
し
た
。
そ
の
現
場
に
お
け
る
具
体
的
施
策
の

一
つ
が
郷
土
読
本
の
刊
行
で
す
。
一
九
三
二

（
昭
和
七
）
年
に
発
行
さ
れ
た
、
大
西
伍
一
著

『
鄕き
ょ
う
ど
ど
く
ほ
ん

土
讀
本
の
編
纂
法
と
其そ
の
じ
つ
れ
い

實
例
』
に
「
鄕
土

敎
育
の
主
張
が
都と

會か
い

的
な
模
倣
の
多
い
劃か

く

一い
つ

敎

育
の
弊
を
悟
り
、
敎
育
の
地
方
化
實じ
っ

際さ
い

化
を
要

望
す
る
輿よ

論ろ
ん

に
伴
つ
て
起
つ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
何
人
も
異
存
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

敎
育
を
地
方
化
し
、
實
際
化
す
る
た
め
に
は
鄕

土
に
即
し
た
敎
育
敎
授
を
必
要
と
す
る
。（
中

略
）
鄕
土
讀
本
と
は
「
鄕
土
を
讀よ

む
本
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
各
地

で
郷
土
研
究
へ
の
入
門
書
又
は
指
導
書
と
し
て

郷
土
読
本
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
二
九

（
昭
和
四
）
年
に
発
行
さ
れ
た
、
東
京
府
北
豐

島
郡
初
等
敎
育
研
究
會
國こ
く

史し

地
理
部
編
纂
『
我

等
の
鄕
土
「
北
豐
島
郡
」』（
①
）
も
そ
う
し
た

小
学
校
向
け
に
作
成
さ
れ
た
郷
土
読
本
の
一
冊

で
、
裏
面
に
は
「
高
田
第
二
小し
ょ
う
が
っ
こ
う

學
校
保
護
者

會
」
の
印
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
巻
頭
に
豊
島
氏
・
太
田
氏
・
千
葉

氏
の
系
図
を
掲
載
し
、
概
説
と
し
て
極
め
て
簡

単
に
北
豊
島
郡
（
③
）
の
所
領
者
と
地
名
の
変

遷
に
つ
い
て
述
べ
、
郡
の
地
形
、
住
民
の
生
活

の
姿
、
住
民
の
交
通
、
住
民
の
戸
口
生
業
、
郡

の
氣き
し
ょ
う象
と
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
田
端
驛え
き

附
近
、
池
袋
驛
附
近
、
練ね

り

馬ま

城
附
近
、
板
橋
町

附
近
と
い
う
四
区
分
を
設
け
各
町
村
に
つ
い
て

叙
述
し
て
お
り
、
豊
島
区
域
に
あ
た
る
巣
鴨
町
、

西
巣
鴨
町
、
高
田
町
、
長
崎
町
の
四
町
を
扱
っ

た
池
袋
驛
附
近
（
④
）
で
は
、「
東
京
北
郊
の

地
で
鐡て
つ

道ど
う

線
路
の
多
く
集
ま
つ
て
ゐ
る
所
で
あ

る
。」
と
鉄
道
・
道
路
・
河
川
を
介
し
た
他
地

域
と
の
繋
が
り
、
地
名
の
由
来
、
寺
院
や
石
碑
、

旧
跡
を
各
町
ご
と
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
巣
鴨

町
の
項
に
「
五
軒
家
に
癈は
い
へ
い
い
ん

兵
院
が
あ
る
。
三
十

七
八
年
の
戦
役
に
不ふ

具ぐ

癈は
い

疾し
つ

と
な
つ
た
軍
人
を

ば
、
餘よ

生せ
い

を
樂
ま
し
む
る
所
で
聖
代
の
祥
事
で

あ
る
。」
と
記
述
の
あ
る
北
大
塚
に
あ
っ
た
廃

兵
院
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
旧
宍し
し

戸ど

子し
し
ゃ
く爵
邸
跡
地
に
渋
谷
よ
り
移
転
・
開
院
し
た

日
露
戦
争
の
戦
傷
者
を
療
養
さ
せ
る
た
め
の
施

設
で
す
。
教
師
向
け
の
指
導
書
と
し
て
一
九
三

〇
（
昭
和
五
）
年
に
発
行
さ
れ
た
東
京
府
靑
山

師し

範は
ん

學が
っ

校こ
う

付
屬
小
學
校
敎
育
研
究
會
編
『
東
京

府
鄕
土
敎
育
資
料
郊
外
篇
』（
②
）
に
も
、「
北

豐
島
郡
の
交
通
」
と
並
ん
で
「
癈
兵
院
又
癈
兵

院
楓
樹
」
と
章
が
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

北
豊
島
郡
は
も
ち
ろ
ん
東
京
府
の
他
の
地
域
に

お
い
て
も
郷
土
教
育
の
題
材
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

廃
兵
院
と
日
露
戦
争
や
、「
駒
込
の
名
は
、

日
本
武
尊
が
東
征
の
途
中
こ
の
邊あ
た
りで

牧
場
の
馬

の
群
を
見
て
「
駒
籠こ

み
た
り
」
と
い
は
れ
た
よ

り
起
る
と
い
ふ
」
と
い
っ
た
記
紀
神
話
を
用
い

た
地
名
の
由
来
説
明
か
ら
は
、『
尋
常
小
學
國

史
』
や
『
尋
常
小
學
地
理
書
』
と
い
っ
た
国
定

教
科
書
の
学
習
内
容
と
児
童
の
生
活
の
現
場
で

あ
る
郷
土
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛

郷
心
愛
国
心
の
涵か
ん

養よ
う

を
目
指
し
た
郷
土
教
育
の

一
面
が
う
か
が
え
ま
す
。�
（
郷
土　

甲
田
）

昭
和
初
期
の
郷
土
読
本
に
み
る
豊
島
区
域

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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① 我等の鄕土「北豐島郡」

② 東京府鄕土敎育資料郊外篇

③ 北豊島郡地圖 ④ 池袋驛附近の圖
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旧
鈴
木
家
住
宅
の
「
書
斎
棟
」
は
、
一
九
二

八
（
昭
和
三
）
年
に
鈴
木
信
太
郎
の
書
斎
兼
書

庫
と
し
て
母
屋
の
東
側
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
総
二
階
建
て
（
竣
工
当
初
は
平
屋
建

て
）
で
一
階
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
二
階

を
鉄
骨
下
地
モ
ル
タ
ル
塗
・
鋼
板
葺
（
竣
工
当

初
は
ス
レ
ー
ト
葺
）
と
し
、
切き
り
づ
ま妻
・
一
部
マ
ン

サ
ー
ド
屋
根
を
架
け
て
い
ま
す
。

　

「
書
斎
棟
」
の
間
取
り
は
北
側
に
廊
下
、
南

側
に
書
斎
、
北
東
側
に
蔵
を
配
し
て
お
り
、
廊

下
と
書
斎
に
は
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
の
上
部
や
開

口
部
を
除
き
、
天
井
ま
で
届
く
作
り
付
け
の
書

棚
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す（
図
２
）。
ま
た
、
南

面
の
五
つ
の
窓
上
部
に
は
信
太
郎
が
デ
ザ
イ
ン

し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
は
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
観
は
、
窓
の
上
部
に
ア
ー
ル
デ
コ
調
の
幾き

何か

学が
く

模も

様よ
う

を
施
し
、
そ
の
上
に
は
唐か

ら

破は

風ふ

の
よ
う

に
瓦
を
曲
線
に
貼
っ
た
洋
風
と
和
風
を
融
合
し

た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

こ
の
建
物
は
、
信
太
郎
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
時

に
購
入
し
た
数
多
く
の
貴
重
書
を
船
火
事
で
焼し
ょ
う

失し
つ

し
た
経
験
か
ら
、
二
度
と
本
を
火
事
で
失
う

事
の
無
い
様
、
堅け
ん

牢ろ
う

な
書
斎
の
建
設
を
計
画
し
、

当
時
の
個
人
住
宅
で
は
珍
し
い
耐
火
構
造
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
建
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に

起
き
た
関
東
大
震
災
で
わ
が
国
の
伝
統
的
な
防

火
建
築
で
あ
っ
た
土
蔵
造
り
や
煉
瓦
造
の
建
物

の
多
く
が
焼
失
し
た
事
を
受
け
、
最
先
端
の
技

術
で
あ
る
耐
火
構
造
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

を
希
望
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
計
者

の
大お
お
つ
か塚
泰や
す
しは
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
東

京
帝
国
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
し
た
建
築
家
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
造ぞ
う

詣け
い

が
深
く
、
信
太
郎
の
要

望
に
は
う
っ
て
つ
け
の
人
物
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
木
造
母
屋
か
ら
の
入
口
に
は
鉄
製

の
防
火
扉
、
窓
に
は
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
設
け

る
な
ど
の
対
策
を
し
て
、「
書
斎
棟
」
を
よ
り

堅
牢
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。「
書
斎
棟
」
の

竣
工
か
ら
三
年
後
の
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

に
は
鉄
骨
造
の
二
階
を
増
築
し
て
、
子
供
室
と

し
ま
す
。
こ
の
二
階
は
、
母
屋
の
二
階
と
区
別

す
る
た
め
新
二
階
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
「
書
斎
棟
」
は
完
成
し
、
書
棚
に

は
数
々
の
貴
重
書
が
納
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
一

三
日
の
城
じ
ょ
う
ほ
く北
大
空
襲
で
母
屋
は
全
焼
、「
書
斎

棟
」
は
新
二
階
が
焼
失
し
ま
す
が
一
階
は
戦
火

に
耐
え
、
蔵
書
を
守
り
ま
し
た
。
当
時
の
写
真

を
見
る
と
、
二
階
が
焼
失
し
鉄
骨
の
ア
ー
チ
が

露
出
し
て
い
る
も
の
の
、
一
階
は
そ
の
姿
を

保
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
３
）。

　

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
「
茶
の
間
・

ホ
ー
ル
棟
」
が
完
成
す
る
ま
で
、
信
太
郎
と
家

族
は
書
斎
に
畳
六
枚
を
敷
い
て
、
寝
室
と
す
る

暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
約
十
年

間
は
、
二
階
は
手
つ
か
ず
で
し
た
が
、
一
九
五

六
（
昭
和
三
一
）
年
に
二
階
部
分
を
再
建
し
ま

す
。
以
後
も
少
し
ず
つ
手
を
加
え
な
が
ら
、
今

日
ま
で
住
み
継
い
で
来
ま
し
た
。

　
「
書
斎
棟
」
は
、
戦
前
期
か
ら
区
内
に
存
在
す

る
数
少
な
い
建
造
物
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
わ
が

国
最
初
期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
と

し
て
貴
重
な
遺
構
で
す
。
ま
た
、
空
襲
か
ら
貴

重
な
蔵
書
を
守
っ
た
戦
災
を
物
語
る
戦
争
遺
構

と
し
て
も
重
要
な
建
造
物
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

�

（
郷
土　

木
下
）

　「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念

館
」
を
開
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　図1　「書斎棟」外観

　図2　「書斎棟」1階平面図

　図3　空襲後の旧鈴木家住宅周辺（1945年10月撮影）

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち
　
　
　
　
第
３
回　
旧
鈴
木
家
住
宅
「
書
斎
棟
」
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豊
島
区
で
は
、
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
著
名
な
作
家

た
ち
が
暮
ら
し
、
集
い
、
活
発
な
創
作
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
大
衆
文
学
、
詩
歌
、
児
童
文
学
、
童

謡
、
童
画
、
マ
ン
ガ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ
た

り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
主
な
作
家
だ
け
で
も
百
名
以
上

に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ
か
り
の
作

家
ひ
と
り
ひ
と
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

詩
人
、
童
謡
詩
人　

北き
た
は
ら
は
く
し
ゅ
う

原
白
秋

【
白
秋
の
生
い
立
ち
】

　
「
か
ら
た
ち
の
花
」
や
「
待
ち
ぼ
う
け
」、「
揺ゆ
り

籠か
ご

の
う
た
」
な
ど
、
誰
も
が
一
度
は
耳
に
し
た

こ
と
の
あ
る
童
謡
を
数
多
く
生
み
出
し
た
、
日

本
を
代
表
す
る
詩
人
、
北
原
白
秋
。
今
年
、
生

誕
一
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

白
秋
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
一
月

二
五
日
、
福
岡
県
柳や
な
が
わ河
屈く
っ

指し

の
豪
商
の
家
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
一
五
歳
の
時
に
短
歌
を
詠
み
は

じ
め
、
新
聞
の
歌
壇
に
投
稿
も
し
て
い
ま
す
。

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
上
京
し
、
早
稲

田
大
学
英
文
科
予
科
に
入
学
す
る
と
詩
人
と
し

て
頭
角
を
現
し
始
め
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）

年
に
処
女
詩
集
『
邪じ
ゃ
し
ゅ
う
も
ん

宗
門
』
を
出
版
し
ま
す
。

そ
し
て
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
刊
行

さ
れ
た
抒じ
ょ
じ
ょ
う情小
曲
集
『
思
ひ
出
』
が
、
上う
え

田だ

敏び
ん

ら
の
賛
辞
を
受
け
、
一
躍
詩
壇
の
寵ち

ょ
う
じ児

と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
後
、
詩
に
留
ま
ら
ず
、
短
歌
・
童
謡
・

歌
謡
・
小
説
・
随
筆
等
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で

数
多
く
の
作
品
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
と

り
わ
け
童
謡
の
数
は
一
一
〇
〇
編
以
上
に
の
ぼ

り
、
彼
の
多
岐
に
わ
た
る
創
作
活
動
の
柱
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
で
の
白
秋
の
役
割
】

　

白
秋
が
童
謡
に
情
熱
を
傾
け
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
鈴
木
三
重
吉
に
よ
る
児
童
文
芸
雑
誌

『
赤
い
鳥
』
の
創
刊
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
一

九
一
八
（
大
正
七
）
年
七
月
に
豊
島
区
目
白
で

誕
生
し
た
『
赤
い
鳥
』
は
、
日
本
の
童
謡
運
動

の
先
駆
け
と
な
っ
た
記
念
碑
的
な
雑
誌
で
あ
り
、

白
秋
は
こ
の
雑
誌
で
、
一
六
年
間
も
の
長
き
に

渡
り
、
童
謡
欄
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

『
赤
い
鳥
』
を
主
宰
し
た
鈴す
ず

木き

三み

重え

吉き
ち

は
、

「
赤
い
鳥
の
標モ
ッ
ト
ー

榜
語
」
と
し
て
、「
現
在
世
間
に

流
行
し
て
い
る
俗
悪
な
子
供
等
の
読
物
と
貧
弱

低
劣
な
る
子
供
の
謡
と
音
楽
と
を
排
除
し
て
、

彼
等
の
真
純
な
感
情
を
保
全
開
発
す
る
」
こ
と

を
掲
げ
、
型
に
は
ま
り
卑
俗
な
唱
歌
が
多
か
っ

た
当
時
、
子
ど
も
の
生
活
や
感
情
に
寄
り
添
っ

た
芸
術
性
の
高
い
歌
を
提
供
し
よ
う
と
、
童
謡

欄
を
白
秋
に
任
せ
ま
し
た
。

　

『
赤
い
鳥
』
創
刊
号
の
巻
頭
に
は
、
白
秋
の

創
作
童
謡
「
り
す
り
す
小こ

栗り

鼠す

」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
小
さ
い
子
ど
も
で
も
口
ず
さ
み

や
す
い
よ
う
ル
ビ
が
附
さ
れ
、
清し

水み
ず

良よ
し

雄お

に
よ

る
親
し
み
や
す
い
挿
絵
も
加
わ
り
、
三
重
吉
が

理
想
と
す
る
、
真
に
子
ど
も
た
ち
を
意
識
し
た

新
し
い
童
謡
の
誕
生
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、白
秋
は
創
作
童
謡
を
発
表
す
る
一
方
で
、

日
本
各
地
の
伝
承
童
謡
の
紹
介
や
、
児
童
を
含

む
読
者
か
ら
創
作
童
謡
を
募
集
し
、
選
者
を
務

め
る
な
ど
、『
赤
い
鳥
』
を
通
し
て
、
童
謡
を

普
及
す
る
た
め
の
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
「
児
童
自
由
詩
」
の
振
興
に
尽
力

し
、
与よ

田だ

凖じ
ゅ
ん

一い
ち

、
巽
た
つ
み

聖せ
い

歌か

、
佐さ

藤と
う

義よ
し

美み

ら
を

『
赤
い
鳥
』
を
代
表
す
る
童
謡
詩
人
に
育
て
ま

し
た
。
彼
ら
は
後
に
童
話
や
評
論
な
ど
幅
広
く

活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
三
三（
昭
和
八
）年
に
白
秋
は
、
三
重
吉

と
の
編
集
方
針
の
相
違
に
よ
り
、『
赤
い
鳥
』

を
去
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
三

重
吉
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
『
赤
い
鳥
』
は
終し
ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
ま
す
が
、
白
秋
は
、
三
重
吉
追
悼
号

に
寄
せ
た
文
章
で
、「
三
重
吉
亡
き
後
私
は
、
あ

ら
た
め
て
深
甚
の
愛
と
感
謝
と
痛
惜
と
に
さ
い

な
ま
れ
て
ゐ
る
。
尊
敬
す
べ
く
し
て
尊
敬
し
合

ひ
、
争
ふ
べ
く
も
な
く
し
て
争
つ
た
。（
中
略
）

時
は
過
ぎ
た
が
、
赤
い
鳥
は
永
遠
に
私
た
ち
の

赤
い
鳥
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
豊
島
区

庁
舎
通
路
壁
面
）
の
三
階
、
文
学
・
マ
ン
ガ
分

野
エ
リ
ア
で
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
コ
ー
ナ
ー

「
北
原
白
秋
と
豊
島
区
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

（
一
一
月
三
〇
日
ま
で
）。
今
回
の
内
容
を
読
ん

で
北
原
白
秋
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
是
非

こ
ち
ら
の
パ
ネ
ル
展
示
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
文
学
・
マ
ン
ガ　

安
達
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

豊
島
区
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

小田原市立図書館所蔵

『
赤
い
鳥
』創
刊
号
表
紙  

一
九
一
八
年
七
月  

清
水
良
雄
・
絵

 

復
刻
版
（
一
九
七
九
、
日
本
近
代
文
学
館
）
よ
り
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破
れ
た
シ
ャ
ツ
を
着
た
少
年
が
、
指
を
く
わ

え
、
虚う
つ

ろ
な
眼ま

な
ざ差

し
で
何
処
か
を
見
て
い
ま
す
。

「
少
年
」
と
言
っ
た
時
の
溌は
つ
ら
つ剌
と
し
た
印
象
を
、

右
の
少
年
か
ら
感
じ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

こ
の
作
品
《
孤こ

児じ

》（
一
九
四
六
年
）
は
、
敗

戦
後
の
日
本
に
一
二
万
人
以
上（
＊
）存
在
し
た
と

言
わ
れ
る
戦
争
孤
児
を
描
い
た
作
品
で
す
。
作

者
は
、
佐
賀
県
生
ま
れ
の
画
家
・
大お
お

塚つ
か

睦む
つ
み（

一

九
一
六
―
二
〇
〇
二
）
で
す
。
一
九
三
〇
年
代

か
ら
豊
島
区
内
の
二
、
三
の
ア
ト
リ
エ
に
住
み
、

中
で
も
千
早
の
ア
ト
リ
エ
は
、
若
い
芸
術
家
た

ち
が
集
う
熱
気
あ
る
溜た
ま

り
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
《
孤
児
》
に
つ
い
て
詳
し
く
見
る
前
に
、
一
つ

の
文
学
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。《
孤
児
》
と
同

じ
く
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
書
か
れ
た
、

作
家
・
石い
し
か
わ川
淳じ
ゅ
んの
短
編
「
焼や
け
あ
と跡
の
イ
エ

ス
」
で
す
。
こ
こ
に
は
、
上
野
の
ヤ
ミ

市
に
集
う
大
人
た
ち
か
ら
邪じ
ゃ
け
ん険
に
さ
れ

る
、「
ボ
ロ
と
デ
キ
モ
ノ
と
ウ
ミ
と
お

そ
ら
く
シ
ラ
ミ
と
に
満
ち
た
」
一
人
の

孤
児
が
登
場
し
ま
す
。

外
に
飛
び
出
し
て
來き

た
の
は
、
一
箇
の

少
年
…
…
さ
う
、
た
し
か
に
生
き
て
ゐ

る
人
間
と
は
み
と
め
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、

男
女
老
幼
の
別
を
も
つ
て
呼
ぶ
と
す
れ

ば
、
た
だ
男
の
こ
ど
も
と
い
ふ
ほ
か
な

い
が
、
そ
れ
を
呼
ぶ
に
適
切
十
分
な
る

名
を
た
れ
も
知
ら
な
い
や
う
な
生
き
も

の
で
あ
つ
た
。

『
石
川
淳
著
作
集
一
』全
国
書
房
、一
九
四
八
年
、一
二
七
頁

　

少
年
で
は
な
く
「
わ
た
し
」
の
視
点
か
ら
書

か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
生
い
立
ち
や
境
遇
な

ど
の
一
切
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ

「
生
き
も
の
」
と
し
て
不
意
に
現
れ
た
少
年
が
、

「
わ
た
し
」
の
パ
ン
と
財
布
を
奪
い
、
逃
げ
去

る
の
で
す
。
少
年
は
、
廃は
い
き
ょ墟
の
吹ふ
き
だ
ま溜
り
に
出
現

し
た
聖
な
る
者
と
し
て
著あ
ら
わさ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
改
め
て
、
大
塚
の
描
い
た
《
孤
児
》
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

薄
塗
の
粗
い
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
少
年
の
姿

は
、
背
景
の
灰
色
で
、
そ
の
境
界
線
が
覆お
お

わ
れ

て
い
ま
す
。
背
景
に
溶
け
出
し
そ
う
な
弱
々
し

い
身
体
が
、
逆
に
、
そ
の
陰い
ん
う
つ鬱
な
表
情
を
際
立

た
せ
て
い
ま
す
。
虚
ろ
な
眼
差
し
の
先
に
あ
る

の
は
、
画
面
右
上
に
描
か
れ
た
母
と
子
の
姿
で

し
ょ
う
か
。
全
て
を
覆
い
隠
す
か
の
よ
う
に
塗

り
込
め
ら
れ
た
背
景
で
す
が
、
裸
の
母
子
像
だ

け
は
そ
の
浸し
ん
し
ょ
く食を
免
れ
て
い
ま
す
。

　

大
塚
は
自
作
に
つ
い
て
多
く
を
語
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
描
か
れ
た
孤
児
は
誰
な
の
か
、
何
を

表
現
し
た
の
か
。
声こ
わ
だ
か高

に
思
い
を
伝
え
る
絵
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
孤
児
と
い
う
絵
に
な
ら

な
い
／
で
き
な
い
社
会
的
弱
者
を
描
く
こ
と
に
、

大
塚
の
明
確
な
立
ち
位
置
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

大
塚
の
《
孤
児
》
と
石
川
の
「
焼
跡
の
イ
エ

ス
」
は
、
被ひ

占せ
ん
り
ょ
う
き

領
期
の
孤
児
を
直
視
し
た
と
い

う
一
点
で
共
通
し
て
い
ま
す
。「
戦
後
」
と
は

い
う
も
の
の
、
孤
児
に
と
っ
て
は
よ
り
過か

酷こ
く

な

状
況
下
に
お
け
る
生
の
始
ま
り
で
し
た
。
よ
り

強
く
生
き
る
こ
と
を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
少
年
の

眼
前
に
は
、
宙ち
ゅ
う
づ吊
り
に
な
っ
た
未
来
が
あ
り
ま

す
。「
戦
後
」
と
い
う
言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な

い
も
の
を
伝
え
る
、
少
年
の
眼
差
し
で
す
。

�

（
美
術　

清
水
）

＊�

一
九
四
八
年
に
お
け
る
厚
生
省
の
全
国
孤
児
一
斉
調

査
結
果
（
沖
縄
を
除
く
）
に
よ
る
。

大塚睦《孤児》1946年、油彩・カンヴァス、73.5×61.1㎝、豊島区蔵
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『
か
た
り
べ
』
一
一
七
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
比
較
的
過

ご
し
や
す
い
気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

夏
の
収
蔵
資
料
展
「
戦
争
を
考
え
る
夏
二

〇
一
五
」
で
は
、
多
く
の
来
館
者
か
ら

様
々
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
の
観
覧
を
き
っ
か
け
に
、

戦
争
関
係
の
資
料
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
・
祖
先
か
ら
引
き
継
い
だ
書
類
や
品
物

を
、
ご
寄
贈
し
て
下
さ
る
場
合
も
よ
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
お
取
扱
い
等
を
検
討
さ

れ
た
際
に
は
、
郷
土
資
料
館
ま
で
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

�

（
編
集　

髙
木
）

 

郷
土
資
料
館
　
　
　
　
　
　 

 

　
　
長
期
休
館
の
お
知
ら
せ 

　

大
規
模
改
修
工
事
の
た
め

　

平
成
二
七
年
一
二
月
一
日
か
ら

　

同
二
九
年
九
月
三
〇
日（
予
定
）

　

ま
で
休
館
い
た
し
ま
す


